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１０月３１日・１１月１日に静岡県・御殿場市で

「日本平和大会」が開催され、小松事務局長が 
代表参加しました。米軍と自衛隊の合同演習場が

「東富士演習場」（静岡県）「北冨士演習場」（山

梨県）の二つの県に渡って広大な演習場があり、

連日冨士に向かって、六ヶ所の「射場」から冨士

のすそ野に向かって、実弾で日米合同の軍事演習

が繰り広げられています。演習で使われている１

５５ミリりゅう弾砲の破片を実際触らせてもら

いました。分厚い鋼鉄がカミソリ刃のようにとが

っており、人間の体をバラバラに。白リン弾を使

用すると、その炎は消えることなく人間に付着し

大ヤケドさせる爆弾です。この１５５ミリりゅう

弾砲は、核兵器も発射できるものです。 

１０月２４日「国連軍縮週間のつどい」が大阪

社会福祉指導センターで開催され、各団体・地

域から５０名が参加しました。記念講演のジャ

ーナリストの豊崎博光さんから世界の核実験

場の生々しい報告が行われました。マーシャル

諸島では、１９５４年に行われたアメリカの核

実験によって、故郷のロンゲラップ島に帰るこ

とができず、未だにメジャット島に避難し続け

なければならないこと。旧ソビエト連邦のセミ

パラチンスク核実験場では、いまだに甲状腺ガ

ンに苦しむ子どもたちがいること。イギリスの

核実験場となったオーストラリアの先住民ア

ボリジニのガン多発やウラン採掘に伴う放射

能被害など、「地球まるごと被曝」の実態を学

ぶことができました。 

１０月２９日、大阪高等裁判所は、ノーモア

ヒバクシャ近畿訴訟判決において、大阪地裁

の却下処分取り消しの判断を覆す不当判決を

言い渡しました。大阪地裁が「原爆症認定の

却下処分の認定取り消し」の判決に対して、

国側が不服として大阪高裁に控訴していたも

のです。被告となった被爆者は、肝臓ガンで

すでに他界しており、息子さんがその意志を

受け継いで、裁判を闘ってきました。不当判

決の理由は、「肝臓ガンは放射性起因性による

ものではない」としました。死亡してからも

被爆者は裁判で闘わなくてならない現実があ

り、最高裁への上告を家族が決意しています。


